
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
の
活
用
に
よ
る
業

務
の
効
率
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便

性
向
上
に
む
け
、
国
の
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
」
を
踏
ま
え
第
二
次
菊
川
市

総
合
計
画
と
一
体
的
に
展
開
す
る
た
め
、

手
順
書
を
参
考
に
「
菊
川
市
Ｄ
Ｘ
推
進

方
針
」
が
策
定
さ
れ
た
。

Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
策
定
時
に
他
市

で
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

し
て
い
る
が
、
当
市
で
は
実
施
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

内
部
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項

を
推
進
施
策
と
し
て
定
め
て
い
る
た

め
実
施
し
て
い
な
い
。

行
政
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

お
け
る
当
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

令
和
４
年
10
月
時
点
で
１
０
０

の
行
政
手
続
き
で
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

に
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
全
庁
的

に
取
り
組
ん
で
行
く
。

近
年
激
甚
化
す
る
災
害
に
対
応

す
る
た
め
、
菊
川
市
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
防
災
へ
の
対
応
は
。

災
害
時
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
を
市
内
の
団
体
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

医
療
現
場
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進

は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。
菊
川
病
院

に
お
け
る
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

よ
る
健
康
保
険
証
の
利
用
状
況
と
課

題
は
何
か
。
電
子
カ
ル
テ
・
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
の
現
状
と
今
後
の
展
望
は
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

利
用
者
は
、
１
年
間
で
述
べ
患
者
数
３

５
２
名
、
利
用
率
約
０・５
％
で
普
及
に

課
題
が
あ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

自
体
の
普
及
率
や
高
齢
の
患
者
が
多
い

こ
と
に
よ
る
苦
手
意
識
な
ど
が
要
因
と

考
え
ら
れ
る
。
医
療
Ｄ
Ｘ
は
、
医
療
・

介
護
の
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
と
質
の
向

上
を
目
的
に
推
進
し
て
い
く
。
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
は
、
院
内
感
染
の
防
止
や
自

宅
に
て
受
診
・
処
方
箋
の
受
領
、
通
院

時
間
が
不
要
で
あ
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
一
方
、
診
療
の
質
の
低
下
や
通
信

不
良
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
今
後
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
近
年
増
加
傾
向
の
大
雨
に
よ
る
浸
水

被
害
に
対
し
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
策

を
講
じ
る
限
界
点
が
今
で
あ
る
と
の
認

識
の
下
質
問
す
る
。

五
十
年
、
百
年
に
一
度
の
大
雨

と
は
。
ま
た
、
近
年
の
大
雨
と
比
較

し
て
十
分
対
応
可
能
か
。

開
発
行
為
の
基
準
で
は
、
降
雨

強
度
は
地
域
で
異
な
り
、
県
西
部
で

は
五
十
年
確
率
を
時
間
雨
量
百
十
七

ミ
リ
、
百
年
を
百
二
十
八
ミ
リ
と
算

出
し
て
い
る
。
開
発
前
と
同
等
の
保

水
能
力
を
持
た
せ
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
法
で
定
め
ら
れ
た
基
準
を
満
た

し
て
お
り
適
切
で
あ
る
。

道
路
な
ど
で
の
透
水
性
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
等
の
使
用
実
績
及
び
今
後

の
予
定
は
。

市
道
で
は
な
い
が
、
県
道
で
は

新
設
の
歩
道
に
使
用
し
て
い
る
。
今

後
、
青
葉
通
嶺
田
線
の
歩
道
で
使
用

を
計
画
し
て
い
る
。

南
部
地
域
や
線
路
北
側
の
治
水

対
策
の
方
針
は
。
ま
た
、
駅
北
口
駅

前
広
場
の
地
下
を
遊
水
地
と
し
て
利

用
す
る
考
え
は
。

黒
沢
川
流
域
の
氾
濫
解
析
に
よ

り
、
効
果
的
な
貯
留
施
設
の
配
置
を
検

討
し
て
い
る
が
、
地
元
と
の
合
意
形
成

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
慎
重
に

関
係
者
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。
東
海

道
線
北
側
も
同
様
に
、
公
共
用
地
を
活

用
し
た
貯
留
施
設
の
設
置
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
駅
北
口
駅
前
広
場
に
調
整
池
の

設
置
を
計
画
し
て
い
る
。

風
水
害
被
害
に
対
す
る
各
地
区

防
災
組
織
へ
の
意
識
啓
発
の
必
要
性
は
。

自
主
防
災
会
と
は
被
害
状
況
の

情
報
共
有
を
行
い
、
水
防
訓
練
に
よ

り
風
水
害
へ
の
備
え
の
重
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
加
え
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
等

を
通
じ
、
引
き
続
き
意
識
啓
発
を

図
っ
て
い
く
。

大
雨
に
よ
る
浸
水
へ
の
対
策
は

小
林　
博
文
（
み
ど
り
21
）

ア
ナ
ロ
グ
社
会
か
ら
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ

横
山　
隆
一
（
日
本
共
産
党
）
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